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　This　paper　describes　how　to　use　TSS　commands　（NEAC　3200　in　line　TSS）　easily　for　beginners．　The　Commands

are　hardly　used　through　mistake　by　the　proposed　device．　FORTRAN　programs　can　be　surely　processed　in　a　short

time．　Practice　results　are　given．

』1序 論

　人は自分たちのために電子計算械がどのような役割を果

すべきかを正しく認識し，適切に利用することがこれから

．の社会では要請される。特に工学の分野を志向する技術者

．は，このことをよく認識する必要があると思われる。

　現在，工学系の多くの学校では，電子計算機に直接また

は間接に接触する時間を多く設ける必要からカリキュラム

に実習または演習が取り入れられている。本校でも，工学

実験などの1部として電子計算機実習が行なわれている。

このような実習では，タイムシェアリングシステム（以下

TSSと略す）が最も適していることをすでに報告した1）。

本校のシステムは，1台の電子計算機に接続された5台の

端末機を使用して，ほぼ同時にFORTRAN語の学習ができ

ることを目的としたインラインTSSである。これは，通信

回線を利用したオンラインTSSとほぼ同等の機能を持って

いる。また，このシステムでは，利用者はシステムと会話

しながら情報をやりとりする。この会話のための言葉は人

間側から見ればシステムに下す命令の集まりで，コマンド

と呼ばれる。TSSを利用する実習は，コマンドを介して直

接に電子計算機を使用しているような実感が得られるた

め，教育効果のあがるシステム利用法である。

　本校機械工学科では，TSSを用いて基本的なFORTRAN

語を修得させるため，3年頃の工作実習の3週間分（3時

間／週）をあてている。従来，この9時間程度では，指導

者がTSSコマンドの説明を十分できないので，実習者のコ

マンドに対する理解が乏しかった。それ故，コマンドを十

分使いこなせないで，満足な成果が得られていなかった。

この実習で効果をあげるたあには，コマンドはプログラム

を処理する前にあらかじめ使用できるようにしておく必要

がある。ここで報告するTSSコマンド使用法によれば，実

習者はコマンドについて概略の説明を30分間程度聞けばよ

い。それだけで，実習者は1TSSコマンドの使用順序の流れ

図によって大略を把握し，次節に述べる説明の使用例に従

って具体的に行なえば，容易にプログラムを処理できる。

　このフローチャート形式のTSSコマンド使用法によっ

て，前に報告したFORTRANプログラム2）の処理を行な

った結果，9時間程度の短い時間でも初心者に基本的な

FORTRAN語を修得させることが可能であることがわかっ

た。以下に実習例もあわせて報告する。

＊機械工学科

2　コマンドの説明

　本校機械工学科では，3年生の工作実習の一部として，

TSSを用いた電子計算機実習を1人当り9時間行なってい
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る。時問が短いので，TSSヲマンドがipp）　pか剛『甲に・

FORTRANプログラムの練習が十分できないままに，実習

が終ってしまうというのが現実であった。この原因の一つ

として，コマンドについて説明する時間が短く，コマンド

の機能を十分理解していないため，適切に使用することが

できないことがあげられる。目的によってパラメータが変

わるコマンドについては，このことが特に顕著である。そ

の結果，時間を消費する割には効果があがらないで，止む

を得ず延長して実習を行なったり，途中で実習を打切ると

かの方法を取っていた。

　このような状況を改善するたぬ短い授業時間内で効率

よくプログラムを処理できる方法を試みた。通常の実習で

使用されるコマンドは，用意されている20個のコマンド3）

のうち，Table　1に示した10個のコマンドであると考えら

2種類に過ぎない。従って，使用例を多く示して使用目的

が区刎できれば，他めコマンドと同じ扱いができる。使用

する範囲を限定しさえずれば，このようにコマンドは単純

になる。

　次に工夫する必要があるのは，使用法および使用順序を

明瞭にすることである。コマンドの使用順序を一目瞭然と

するために，Fig．1に示すような流れ図を作成した。この

流れ図によって処理順序の大略を把握し，以下に述べる説

明の使用例を見ながら具体的に処理して行けば，確実に容

s．

imch　carringe
rqturn　key

上凱就er　File

皿DO35099．辺勾αμイ

Table　1．　Command　table．
」

・No・　1
Command　name　and　Parameters
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り
臼
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ハ
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ワ
・8・
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io

HELLO一〇35099，痂翅ガーi

EDITuS，　MTS，　NEW

EDIT－S，　MTS

FORTRAN
START
OUTPUTuS，　MTS，　NL
BYE
COPY一M，　M痂ッσブ

COPY一S，　M漉yαノ

PURGEL一，M，　Mmiya7’

CINPUT．一，S，　MTS

RENUMBER，一，S，　MTS

れる。．特に1～6までのコマンドがよく使用される。実習

時に使用するコマンドの種類と形式を制限すると，コマン

ドは大きく分けて次の3種類になることがわかる：（1）パラ

メータ．を固定したままでよいか，または付ける必要のない

コマンド（FORTRAN，　START，　OUTPUT，　BYE，　CINPUT，

RENUMBER）；（2＞利用者によってパラメータが変わるコマ

ンド（HELLO，　COPY，　pURGE）；（3）使用目的によってパラ

メータが変わるコマンド（EDIT，　COPY）。〔1〕に属するコマ

ンドが半数以上の6個あることは，コマンドの取扱いを容

易にする。（1）に属するコマンドは，使い方が一定なので意

味さえわかれば簡単に取扱える。（2）に属するコマンドにつ

いては，使用する前に利用者個人のパラメータ．をTable　1

または以下のコマンド説明中の形式に示したように書いて

おけば，結局（1）または（3）に属することになる。（イタリッ

クの文字が利用者ごとに変る）一番問題となるのは，（3｝に

属する2個のコマンド（EDIT，　COPY）である。しかし，

どちらのコマンドもパラメータの変化がTable　1のように

　㎞甘
　　ア　　　ロ　　　　　　　の

麟甥郵贈
　Teminal

N）IT　S，Mrs，M耐　　　CI㎜Sト弼

T［dits，i［Es，M

Are　there

　　　　　nomiss　pumched

就at㈱nts
　　？
　　yes
皿〕IT　S，Mrs

　／A’re　theref　miss　punched
Xs．tatem2nts
sX’
　　　ne

MRM，4｝1

　　　　　　臨無s
　瀞　　stat野nts
ぐ螺・麗　no
　　　　　　　STA｝lr　　？

　　　　　　　　　　e　　　　　　　no！　results
　　　　　　　　　correct
　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　ves
　　　　　　　｛rmJUr　S，lrlS　，・M

　　　　　　　　　　2

’　Fig．i　The　order　of　punching　command　statements．

易にプログラムを処理できる。

　以下に述べるコマンドを説明する手順は次のようであ

る。まず，コマンド名および形式，コマンドおよびパラメ

ータの意味，使用例，次に使用すべきコマンド番号の順に

説明する。使用例は，起こると考えられる例を全て列挙し

た。使用例において，利用者が打鍵する文字は太字で示し

た。また，⇒に続いて次に使用すべきコマンドを指示した

ので利用者はこのOの指示に従って処理して行けばよい。

　0．会話の開始までの操作

（1）まず，TSS端末タイプライターのプラグをコ．ンセントに

入れ，タイプライタ・一・・の右下にある電源スイッチをL珊E

（左側）にして端末装置の電源を投入し，オンラインにす

る。／2）次に，会話要求信号である復帰改行キー“Return”

（以下⑧と略す）．を打鍵することによって，システムとの

会話を始める。この信号が受け付けられた場合には．，シス
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テムから次の使用’例のような：応答がある。．．＊の次にHELLO

コマンドを打鍵することになる。

　〈使用例〉

　　．⑪．∴・・会話要求信号である復帰改行キーReturmを入力する。

　　　WELCOME
　　　READY　12－03－21……会話要求信号が受付けられた時刻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時一分一秒）
　　　　
　⇒会話を開始するため，1（1）に行く。

　1．HE肌0コマンド形式「HELLO一〇35099，〃吻碗一’」

　このコマンドは，システムとの会話を開始させる6第1

パラメータは利用者番号であるg利用者番号は全部で6桁

あり，各桁の表わ　　　　0　3　5　0　9　9

す意味は，右のよ　（学科）←．’t一（華年）（入を年）（華籍番号の下2桁）

うになっている。第2パラメータは10文字以内で利用者名

を入力する。

　〈使用例〉

（1｝正しくコマンドを入力した場合

　　READY　12－04－40

　　　＊HELLO一人35Q99，MIYAJI－1．⑧．

　　．WAIT　12－06－08

　　　HELLO．　AT　77／04／25　　　　　　　……受付年月日

　　NEAC一・3200　TSS－32　VER．0．6　　……システム：名

　　、Eop　oo－oo－01

　⇒プログラムを新しく入力する場合で，端末から入力す
　　　る時，2（1）に行く。

　　．紙テープ読取装置（PTR）から入力する時，9に行く。

　　前にフナイルに登録してあるプログラムを呼び出して

　　使用する場合は，7（2）に行く。

（2牒ってコマンドを入力した場合

　　READY　12－51－54，．

　　　＊HERRO一〇35099，MIYAJI－1⑪……コマンドのつづりの誤り

　　WAIT　12－52－17

　　1NVALID　COMMAND　・・．…エラーメッセ「ジ

　　TYPE　IN“HELLO　’1　COMMAND
　　　＊HELLO一〇35099，M：IYAJLI⑪一・・正しく入」コする

　　WAIT　12－52－36

　　　HELLOみT　77／04／2与
　　NEAC－3200　TSS－32　VER．．0．6

　　EOP　OO－OO－011

　⇒行先は，1（1）の場合とま．つたく同じである。

2’EDIT　＝マンド形式 P杢1勝ご§：鍛累§N剛

　このコマンドは，（1）ソースプログラムファイルへの新た

な登録，および②すでに登録されているソースプログラム

ファイルの内容を修正する。このコマン．ドの第1パラメー

タSは，ソ7スプログラム7アイルクラスであることを示

す。第2パラメータMTsはデ作成または修正するファイ

ルの名前がMTSであることを示す。最後のパ．ラメータ

NEWは，入力情報に各行ごとに行番号を付加レながら，

ソースプログラムファイルへ新たに登録するζとを示す。

②の場合は，最後のパラメータNEWは入力しない’。修正

嫉．．1：行ごとに置換諦入i　15’・よび灘撃る・ソ｝スス

テートメントは，1行ワ0文字まで入力できる。

　〈使、用例〉．

（1）ソースプn．グラムファイルの新たな登録

　　READY　11－58－09
　　＊　EDITLS，　MTS，　NEW　＠

　　WAIT　11－58－34

　　＊　OOIOO　＄

　　C　＊＊＊　MONDAI　一99一（1）　3－1－99’MIYAJI－1　＠

　　　；，：　00200　＄

　　C　＊＊＊　SUICHOKU－KORYOKU　NO　KEISAN　＠
　　＊　00300　＄

　　　　　　READ（1，5100）　E　THETA　＠
　　＊　00400　＄

　　　5100　FORMAT　〈2．FIO．O）　一＠

　　＊　00500’＄

　　　　　　R＝F＊CQS　（THETA）　＠
　　±，　00600，＄．

　　　　　　WR血E．（1，6600）F，咀ETA，　R⑧
　　＊，　00700　＄

　　　600e　FORMAT
　　　　　　　　　（IHu，4X，2HF　＝，IPE15・7，　4HL．．」（N）／＠

　　＊　00800　，＄

　　　＊
＊　00900　＄

　　　＊
＊　OIOOO　＄

IH一，6HTHETA＝＝，E15．7，6Hu（RAD）／＠

IHu，4X，　．2HR　＝＝　，　E15　．　7，　411LL一‘（N）／）＠

STQP　＠
＊　OllOO　＄

END　＠

　　　　　　OO－OO－13

　［〉修正する行がなければコンパイルするため，3（1）に行

　　く。

　　修正する行があれば，修正のため2（2）に行く。

（2｝ソースプログラムファイルの修正（置換，．挿入，． 尞怐j

　①プログラム1からプログラム2への修正例

　　READY　’12Lll－49

　　＊　EDIT－S，　MTS　＠

　　WAIT　12－12－10

講糀。錨面面M、YA、、一、＠｝置換

＊撒EA諾融融ETA⑪｝、襟、
＊0045剋]三間舗謬毎難1臨押
＊010P0翻δ翻夢勢㌘、。＿、女。。6、撫

　　＊1EOF（R〉　…＿修正が終6たことを知らせる

　　EOP　OO－OO－06

　②プログラム3からプログラム4への修正例

　　READY　12－19－55
　　＊　EDIT－S，　MTS　＠

　　WAIT　12．23一一14

＊　01200，＄

＄＊＠
＊　01300　＄

IEOF　＠
EOP
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さ繋翫。蒲画師M、YA、L、⑧｝置換

＊00350

ﾖ粥灘羅謬！撫輿
　＊　oegoo　＄

　　　　　R（1）　＝VREAC（F（1），THETA（1））＠

　＊1EOF⑪　　……修正終了を知らせる。

　EOP　OO－OO－05

③プログラム4からプログラム5への修正例

　READY　12－26－13
　＊　EDIT－S，　MTS　＠

　WAIT　12－26－33
　＊00100＄　　　……修正したい行番号の入力

C　＊＊＊　MONDAI　99（5）　3－1－99　MIYAJI－1　＠

垣越丁＄二1暗面礪を知らせる｝削除

　　　＊01810＄　　一・・挿入したい間の行番号の入力

　　　　　　FUNCTION－VREAC（X，Y）＠
　　　＊　01820　＄

　　　　　　　VREAC＝X＊COS（Y）＠
　　　＊　01830　＄

　　　　　　　RETURN　＠
　　　＊　01840　＄

　　　　　　　END　＠

　　　＊1EOF⑪　・・…修正終了を知らせる。

　　EOP　OO－OO－08

　0修正する行がなければ，
　　　く。

　　修正する行があれ．ば，

C3）誤ってコマンドを入力した場合

　　READY　15－02－46
　　　ee・EJIT一S，　MTS⑪……コマンドのつづりの誤り

　　WAIT　15－03－05

　　1LLEGAL　COMMAND
　　EOP　OO－OO－Ol

｝置換

｝置換

END行と＄
＊の間にこ

れらの関数

副プログラ

ムを挿入す
る。

コンパイルするため3（1）に行

もう一度この2（2）を行なう。

　02（1）または2（2）に行って，正しく入力する。

〈注．意〉

（i）ソースプログラムファイルの内容の修正は，行番号の

小さい順に行なわなければならない。

（ii）打鍵した文字の訂正について

　①数文字訂正したい場合⇒消去したい文字の数だけ“＠”

　　キーを押すことにより，その数だけ文字を消すことが
　　できる。．

　　例；＊00500＄

　　　　　　　　R　＝　F　：　＠　＊　COS8＠（THTA＠＠ETA）＠

　　　　　　　　　・…↓ちが・…Sが・…・・墜騨に・棚・

　②1行全部訂正したい場合で，まだ⑪を打鍵していない
　　場合C＞tt←”キーを押すことにより，現在入力中の行を

　　打鍵しなおすことができる。

　　例；　＊00400＄

　　　　　　5100一FORTRAN（2FIO．0）←・・t……つづりのまちがい

　　　　　　5100－FORMAT（2FIO．O）＠

　③1行全部訂正したい場合で，すでに⑪を打鍵している

　　場合⇒この行より後の登録または修正を全て終え，

　　1EQFを打鍵した後，2（2）に行って修正する。

（iii）メッセージが出力された場合

　OSEQUENCE　ERROR　・　RE－TRY

　　　入力した行番号が小さい順になっていない場合出力
　　　　される。

　　例；＊01300＄

　　　　　　　　　GO，．．TOulOOO　＠

　　　　　＊　00700

　　　　　SEQUENCE　ERROR・RE－TRY
　　　Oこのメッセージの出力された直前の行番号．（例で

　　　　　は01300である）より大きな行番号の行を全て修

　　　　　正し1EOFを入力する。その後，2（2）に行って，

　　　　　小さい順になっていなかった行（例では00700であ

　　　　　る）を修正する。

　＠DELET　NOT　FOUND・RE－TRY

　　消去したい行番号が見つからない場合出力される。

　　例；＊DEI・ET＄
　　　　　00350　＠

　　　　　DELETE　NOT　FOUND・RE－TRY
　　　・⇒同じEDITコマンド中に入力した行を消去しよう

　　　　　とした場合，他の修正すべき行をすべて修正し，

　　　　　1EOFを入力する。その後，2（2）に行ってこの行

　　　　　（例では00350である）を消去し直す。

　　　　　前のEDITコマンド中ですでに消去した場合，す

　　　　　でにこの行（例では00350である）は消去されて

　　　　　いるので，他の修正を行なえばよい。

　＠ILLEGAL　LINE　NUMBER・RE－TRY

　　行番号，　“1EOF”または“DELET”の指定に誤りが
　　あった場合に出力される。

　　｛列；　＊60000

　　　　1LEGAL　LINE　NUMBER・RE－TRY
　　　　　＊IEOF　＠……oが。になっている

　　　　ILLEGAL　LINE　NUMBER・RE－TRY
　　　　　＊1｝］ERET　　……しがRになっている

　　　　，ILLEGAL　LINE　NUMBER・RE－TRY
　　　⇒再度正しい行番号，“1EOF”または“DELET”
　　　　　を入力する。

　3。FORTRAN　　　　　　　　　形式1　FORTRAN［

　このコマンドは，すでに登録されているソースプログラ

ムファイルの内容をコンパイルする。エラーがなかった場

合ライブラリーファイルとリンクロードを行ない，オブジ

ェクトプログラムファイルを作成する。

〈使用例〉

（1）エラーがなかった場合

　　READY　12－41－32

　　＊FORTRAN　＠
　　WAIT　12－41－40
　　・LINK　LOAD・…轟じ艘綜穿外リ”ロードの鯉を
　　EOP・eo－OO－20………晶編≦レおよびリンクロードの購こ要し塒

　o実行するため，4（1）に行く。

②コンパイルエラーがある場合

　　READY　12－46－08

　　ee　FORTRAN＠
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　　WAIT　12－46－16

　　　　　3　UNRECOGNIZABLE　STATEMENT
　　　　　6　MULTIPLE　STATEMENT　NUMBER
　　　　　11　IMPROPER　FORMAT　ENDING
　　　　　12　UNRECOGNIZABLE　STATEMENT
エラーのあTMISSING　STATEMENT　NUMBER　6000
る行を示す←…

　　ERR　FTO2
　　EOP　　OO－OO－09・一・コンパイルに要した時間（9秒）

　o誤りのある箇所を見つけて，修正のため2（2）に行く。

（3）ロードエラーがある場合

　　READY　12－59－08
　　　＊FORTRAN　＠
　　WAIT　12－59－18
　　　＊LINK　LOAD＊
　　MISS正NG，　YOMU　　……YoMuというサブル＿チンがない。

　　ERR　LDO4
　　EOP　OO－OO－30
　⇒誤りのある箇所を見つけて，修正のため2（2）に行く。

（4）コマンドを誤って入力した場合

　　READY　12－42－44
　　　＊FORTRAN⑧・・…つづりがまちがっている。（oが0になっている）

　　WAIT　12－43－05
　　1LLEGAL　COM．MAND一・エラー〃セージ
　　EOP　OO－OO－Ol
　⇒3（1）に行って，正しく入力する。

　4・START　1コ口ンド　　　　　　　形式｝START　l

　このコマンドは，オブジェクトプUグラムの実行を開始

させる。

〈使用例〉

（11データを書式通りに正しく入力した場合

　①プmグラム1のデータを入力する例

　　READY　12－42－08
　　　＊START　＠
　　WAIT　12－42－17
　　＃1．2345　uuuu　O．5236　＠

　　　　　　F＝1．234500E　OO　（N）

　　THETA＝5．236000E－Ol　（RAD）
　　　　　　R＝＝1．069107E　OO　（N）

　　STOP
　　EOP　OO－00－04　……実行に要した時間（4秒）

　②プログラム2のデータを入力する例

　　READY　12－32－42
　　＊START　＠
　　WAIT　12－32一一56

　　＃1．2345　uuuu　O．5236　＠

　　　　　　F＝一1．234500E　OO　（N）

　　THETA－5．236000E－Ol　（RAD）
　　　　　　R一一1．069107E　OO　（N）

　　＃6．7890　uuuu　O．7853　＠

　　　　　　F－6．78900eE　OO　（N）

　　THETA＝7．852999E－Ol　（RAD）
　　　　　　R＝＝4．801018E　OO　（N）

　　＃9．8760　uuuu　O．4720　＠

　　　　　　F＝＝9．875999E　OO　（N）

　　THETA＝4．719999E－Ol　（RAD）
　　　　　　R－8．796164E　OO　（N）

　　＃o．o　＠

　　STOP
　　EOP　OO－OO－10　・・一実行に要した時間（10秒）

　③プPグラム3～6のデータを入力する例

　　READY　12－57－53
　　　＊　START　＠

　　WAIT　12－59－31
　　＃　vuuu3

　　＃1．2345　uliuu・　O．5236　＠

　　＃6．7890　uuuu　e．7854　＠

　　＃9．8760　uuuu　O．4720　＠

　　　　　　F＝1．234500E　OO　（N）

　　THETA＝＝5．236000E－Ol　（RAD）
　　　　　　R＝1．069107E　OO　（N）

　　　　　　F－6．789000E　OO　（N）

　　THETA＝7．853999E－Ol　（RAD）
　　　　　　R＝＝4．800539E　OO　（N）

　　　　　　F＝＝．9．875999E　OO　（N）

　　THETA：一4．719999E－Ol　（RAD）
　　　　　　R＝8．796164E　OO　（R）

　　STOP
　　EOP　OO－OO－10　・一・実行に要した時間（10秒）

　o結果が正しい場合，5（1）に行く。

　　結果が誤っている場合，データの誤りならば，4（1）に
　　行く。

　　そうでなければ，プログラム修正のために2（2）に行く。

（2）入力するデータの書式が誤っている場合

　　READY　13－OO－58
　　＊START　＠
　　WAIT　13－Ol－10
　　＃　1・2345一〇・5236⑨…’繧江＝タが2Fユ。・oの書式になって

　　　　　INPUT　DATA……エラーメッセージ　　ILL．

　　EOP　OO－OO－02　　　　……実行に要した時間（2秒）

［＞4（1）に行って，データを正しく入力する。

③実行警告エラーのある場合

　　READY　13－20－26
　　　芸START⑪
　　WAIT　13－20－51
　　＃　1．2345　＠

　　OVFL　（DIV）　・一除算のオーバーフロー

　　PAUSE
　　　＊END⑪　　……実行を終了させる．

　　EOP．OO－OO－04　……実行に要した時間（4秒）

　co誤りのある箇所を見つけて，修正のため2（2）に行く。

　　ただし，データの入力誤りならば，4（1）を繰り返す。

（4）コマンドを誤って入力した場合

　　READY　12－52－42
　　　＊STAT⑪　・・…・つづりがまちがっている。

　　WAIT　12－53－02
　　1LLEGAL　COMMAND・一エラーメッセージ
　　EOP　OO－OO－Ol

　⇒4（1）に行って，正しくコマンドを入力する。

　5・OUTPUTコマンド　形式10UTPUT一S，　MTS，　NLl

　このコマンドは，すでに登録されているソースプログラ

ムファイルの内容を端末に印刷する。第3パラメータNL

は，行番号を省略することを意味する。

〈使用例〉

（1）正しくコマンドを入力した場合

　　READY　12－06－47
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津山高専．紀要：第．15号．．（1977）．．

　　　xi　OU［VPUTuS，　MTS，一ATL’＠

　　WAIT　12－07－35

　　TYPE　PUNCH　SwrTCH　ON
　　　＊⑪　……⑪を押した後．印刷されるまでに1妙し霧閥堺かかる●

　　C　x：＊＊t　MONDAI　99一（1）　3－1－99　muYAJ－I

　　C　￥’＊＊・　SUICHOKU－KORYOKU　NO　KEtSAN
　　　　　　　RELAD　（1，5100）　E　THETA

　　　5100　FORMAT　（2F　10．0）

　　　　　　　R＝F＊COS　（THETA）
　　　　　　　WRITE　（1，6000）　F，　THETA，　R

　　　6000　FORMAT（IH，一，4X，2HF＝，IPE15．7，4H，（N）／

　　　　　　＊　IHy，6HTHETA＝＝，E15・7，6H，，（RAD）／

　　　　　　＊　IHu，4X，2HR＝，E15．7，4Hu（N）／）
　　　　　　　STOP
　　　　　　　END

　　＄＊

　　IEOF
　　TYPE　PUNCH　SwtTCH　OFF
　　　＊⑪　　　……これを忘れないこと。

　　EOP　oo－OO－11

　⇒今のプログラムを修正して，次のプログラムを処理す
　　る場合，2（2）に行く。

　　新しいプログラムを入力する場合，2（1）に行ぐ。．．

　　処理するプログラムがなければ，会話を終了させるた
　　め，6に行く。

（21コマンドを誤って入力した場合

　　READY　13－Ol－36
　　　＊OUTPUT一S，　MTS，　NL⑪…つづ［）の劃（oを。としてし・る）

　　WAIT　13－02－40
　　1LLEGAL　COMMAIND一・エラーメッセ7ジ
　　EOP　OO－OO－Ol
　⇒5（1）に行って，正しくコマンドを入力する。

　6．BYEコマンド　　　　　　　　　　　形式iBYE，

　このコマンドは，会話を終字させる。

＜使用例＞

　　READY　13－27－48
　　　＊BYE　＠

　　WAIT　13－29－33
　　BYE　AT　77／04／25
　　TIME　USED　OO一一〇6－26・・・…使用したcPuタイム（6分2se）・）

　［〉終りです。タイプライタ・一の電源スイッチを切り，プ
　　ラグをコンセントから抜．く。

．7’COPY　＝マン．ド形式 撃撃撃P88罫蓄調趨留’i

　このコマンドは，すでに登録されている．ファイルと同一

の内容を他のファイルへ新たに登録する。すなわち，（1）ソ

ースプログラムファイルの内容をマスターファイル之登録

するか，（2）マスターファイルに登録してある内容を端末の

ソースプログラムファイルに移すG第1パラメータには，

（1）の場合Mを，．（2）の場合Sを指定する。第2パラメータは

ファイル名でM〃z砂のなどと頭文字をMとして，続いて利

用者名を5文字以内で指定する。この頭文字Mは，．機繊工

学科を表わしている。

〈．使用．例〉

（1）ソースプログラムファイルの内容をマスターファイルに

　登録する場合

　　READY　13－10－55
　　　＊COPY」山M，皿MIYAJ⑪
　　WAIT．、ユ3－11－07

　　EOP　OO－OO－03
　⇒会話を終了するため，6に行く。

②マスター’．フデイ．ルに登録してある内容を端末のソrスプ

　ログラムファイルに移す場合
　　READtt．　，　1　・1．，2－26－42

　　．　COPYL’s，　M　MIYAJ　＠

　　WAIT　12－27－OO
　　EOP　OO－OO－02
　⇒プログラムを修正するため，2（2）に行く。

（3脂止したファイル名がすでに．使用され・ている場合．

　　READY　13－03一一40一．

　　　＊　COPY－M，　MMIYAJ　＠

　　WAIT　13－04－Ol

　　ALREADY　FILE　NAME
　　EOP　OO－OO－Ol
　⇒前に登録していたファイルを消去するため，8（1）に行
　　　く。

（4脂眠し．たラナイル名が登録されていない場合

　　READY　13－04－Q4
　　＊　COPY，．一．，S，　MMIYAJ　＠

　　WAIT　13－04－27
　　1LLEGAL　．FILE　NAME
　　’Eop　ooL’oo－ol

　⇒ファ：イ：ル名を誤って入力した場合，7（2）に行って正し

　　　く入力する。

　　プログラムを登録していない場合，登録のため2（1）に
　　行く。

｛5）コマンドを誤ρて入力した場合

　　READY　13－02－43一
　　＊COPY一S，　MMIYAJ⑪＿＿つづ‘，ヵ竃…集っている．（oが。になつ

　　WAIT　13－03－38　　　　　ている）

　　ILLEGAL　COMMAND
　　EOP　OO－OO－Ol
　⇒7（1）または7（2）に行って，iiiしく入力する。

　8．PURGEコマンド　　形式｛PURGE一M，　M禰yσノi

　このコマンドは，指定したファイルをマスターファイル

から消去する。第1パラメータはMとし，第2パラメータ

は消去したいファイル名を指定する。

〈使用例〉

（1圧しくコマンドを入力した場合

　　READY　12－25－52
　　＊PURGE一M，　M巳皿YAJ⑪
　　WAIT　12－26－40
　　EOP　OO－OO－Ol
　．⇒プmグラムを登録するたあ，7（1）に行く。

②指定したファイル名が登録されていない湯合

　　’READY　13－04－31

　　“ePURGEuM，　M2MIYAJ　’＠　’一

　　WAIT　13－05－Ol
　　ILLEGAL　EILE　NAME
　　EOP　OO－OO－Ol
　⇒ファイル名を誤って入力した場合，8（1）に行って正し

　　く入力する。
　　そうでない場合，一7（1）に行ってプロ．グラ云を登録する。
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初心者のためのTSSコマンドの使い方　　宮　地

　9．CINPUTコマンド　　　形式1　CINPUT一S，MTS　I

　このコマンドは，センターの紙テープ読取装置（PTR）

よりソースプログラム紙テープを入力し，各行ごとに行番

号を付加しながらソースプログラムファイルに登録する。

〈使用例＞

　　READY　13－05－04
　　＊　CINPUT，一．S，　MTS　＠

　　WAIT　13－07－06
　　EOP　OO－OO－10
　⇒プnグラムのリストを印刷するため，5（1）に行く。

10．RENUMBERコマンド形式RENUMBER一S，MTS
　このコマンドは，すでに登録されているソースプログラ

ムファイルの行番号を付け直す。

〈使用例＞

　　READY　13－10－11

　　＊RENUMBER－S，　MTS
　　WAIT　13－10－31
　　EOP　OO－OO－04
　⇒プログラムを修正するため，2（2）に行く。

とんど誤りなく使用されていることがわかる。Table　2の

使用したCPUタイムから考えると，1個のプログラムを

完成するたあにはCPUタイムは平均でたったの約86．．5秒

であることがわかる。また，この実習で1人当りm一ル紙

を約747行使用しているのがわかる。これは長さにして約

3mに相当する。ちなみに，ロール紙1巻の長さは105m

であるので，40人のクラスにこの方法で実習しても，n一

ル紙は1巻と少し消費するに過ぎないことがわかる。

3　実 習 例

　5台のTSS端末を用いて，前節に述べたコマンド使用

法に従って1回3時間の実習を3回行なった。1回の実習

人数は，4～5入である。前に報告したFORTRANプロ

グラム2）の作成および処理を19人の実習者について行なっ

たところ，全員が6個のプログラムを実習時間内に完成で

きた。そめ結果をTable　2にまとめて示す。この表につい

Table　2．　The　summary　of　practice　results．

Item

No．　of　jobs　for　six　programs

Average

1．6

4　結

No．　of　commands

Used　time　（sec）

36．1

519

言

　ここで提案した方法は，TSSを初めて使用しようとした

人が，TSSコマンドを誤りなく使用する方法を示したもの

である。この方法に従ってコマンドを使用すれば，短時間

に確実にFORTRANプログラムを処理できることが実習

結果からもわかる。この方法の特徴をあげれば次のように

言Zる：

（1）初歩のFORTRANプログラムを処理するのに必要なコ

マンドのみを使用するようにしている；

②あいまいさを少なくするために，コマンドのパラメータ

を極力固定し，不必要なパラメータを省略している；

（3）コマンドの使用順序の大略を容易に理解させるため，使

用順序を流れ図（Figユ）で示している；

（4）コマンドの意味を簡単に説明し，起こると考えられる例

を全て示し，更にそれぞれの使用例に続いて次に使用すべ

きコマンドを指示している。すなわち，フローチャート形

式でコマンドの説明をしているのでわかりやすい。

　TSSを用いる実習では，このような特徴を持つTSSコマ

ンドの使用方法に従って，前に報告したFORTRANプロ

グラム2）を作成し処理すれば，9時間程度の短い時間でも

初心者にFORTRAN語の初歩を修得させることが可能で

ある。

Used　linage 747

て検討する。1個のプログラムを完成するための処理件数

は，平均1．6件であった。このことはプログラムの処理が

非常に円滑に行なわれていることを示している。また，6

個のプnグラムを処理するのに必i要なコマンド数は，エラ

ーがなければ最：低30個必要である。表に示した平均36．1と

いう値は，1個のプログラムを処理するのに約1個のコマ

ンドが余計に使用されただけであることを示している。平

均処理件数が1．6件であることから，2個日プログラムを

処理するのに約1件の失敗をしていることになる。また，

1件余計に処理するには，修正のためにEDITコマンドお

よびコンパイルするためにFORTRANコマンドの2つの

コマンドが必要である。これらのことから，コマンドはほ

　終りに，本報告を通読して戴き有益な御教示を戴いた本

校岸本俊祐先生，常日頃からいろいろと御指導戴いている

本校中原寿喜太先生，また実習の雑事をうまく処理して戴

いた赤堀登美子氏の方々に深く感謝致します。
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